29日のサロンでの話し合い、お疲れ様でした。

様々な意見が出されましたので、整理し、また、それらを反映したあらすじを考えてみました。

1 プロキオンと火星人のキャラ→火星人はやや年下で、素直だけれど地球の常識とはずれている。二人とも天然とボケにしたい。（キャラをはっきりとさせる）
2 種は地球で見つける、またはサンタさんからもらう方がいいのでは。

3 種を火星から持ってくるというのはどうか。

4 環境破壊の現状を見るだけでなく、何ができるのかということを示す、「まだ間に合うよ」というメッセージを入れる
5 星座たちが二人を目的地まで導く

6 いきなり砂漠・・でなく、森林破壊→砂漠化という段階を踏んでよくわかるように説明する
7 伝説の泉の意味がわかりにくい→見たことがないような不思議なイメージではどうか。
8 ストーリーの山場をひとつに絞ったほうがわかりやすい

9 ストーリーの本筋にぶれがあってわかりにくい

（種を育てる過程で困難にぶつかる＋環境破壊をみてこのままじゃ大変だと思う）
10 環境問題が漠然としているので絞ったほうがいい（森林破壊と砂漠化だけにする？）

11 昔は町があったのに砂漠に埋もれてしまったという表現は創造しやすいので残したい。
12 地球の現状を説明するのは、火星人ではなく、おとなのキャラのほうがよい。
13 持ち帰った木が、なにか特別な形とか雰囲気だとおもしろそう。

ほかにもこんな意見が。
1 二人が旅の途中で気づいていく（いろいろなことに）方がよい（成長していく）。
2 わくわくするところ、ちょっぴりほろりとするところ、ゆっくり話を聞くところとスピーディに展開するところをつくって、聞いていて楽しいお話にしたい。
ここからのあらすじは、山下さんの作ってくれたあらすじを土台にした上で、上記の意見をその中にこんな風に反映してみたら・・・と思って書いたものです。せりふはイメージしやすいように書いたものです。確定したものではありません。下線部分が反映部分です。

あらすじ
プロキオンが望遠鏡でサンタさんを（または火星を）探している。

ＵＦＯが近づいてきて、ぶつかり、プロキオンの帽子が火星人にかぶさる。以下、あらすじのとおり。火星人の、「クリスマスツリーを探してるんだ」というセリフから、
「ぼく、クリスマスツリーがほしいの・・」
「クリスマスツリー？」

「うん、だってぼくの星には一本も木がないんだもん」

「え～？！ぼく、しらなかったなあ。じゃあさ、地球の木をたくさんもっていけばいいじゃん（あいかわらず単純）こんなにあるんだからさ」

「ほんと？！でも・・・どうやってもっていけばいいの？ＵＦＯにはのらないし・・」

（プロキオンの頭に、大きなそりに載せてる想像がうかぶ、が）

（星座たちが割り込んでくる）

「ばっかだな～～プロキオンは。もっていけるわけないだろ。」

「それに、火星には水がないから、木を持っていったって枯れちゃうぜ」

「ずいぶん昔はあったというがね」とか、なんとか・・・

「え～？！水もないの？びっくりだなぁ」（プロキオンもまだ子どもなので、火星についての知識はないほうが自然。星たちが教えてあげる）
「やっぱり、クリスマスツリー、だめなのかな・・・（悲しそう）」

プロキオンのやさしくもおせっかいな気持ちがくすぐられる。

「だいじょうぶだよ。きっとどこかに、きみの星でも大きくなる木があるかもしれないじゃん。いっしょにさがしにいこうよ」

（地図を持ってくるというのは、火星人の年齢設定を考えるとかしこすぎるので、行き当たりばったりでやってきたという設定にした）

（映像または絵で）緑の地球、青い海

「ここって、こんなにたくさん木があるんだね～水もいっぱいあるんだね～」
「（プロキオンは自慢げに）そりゃそうさ。地球は宇宙でいちばんきれいな星さ」

ところが・・・

「あれ？！あれはなに？」

（森の木が切られていく）

「あれ、ほしいな～」「むりだよ・・」

（あたり一面砂漠の町）なぜ、砂漠に来たのか？火星に似た場所を探しに来たとか？
「わ～ここって、ぼくの星とおんなじだよ。わ～い！」

「へ～、きみの星って、ぜんぶ、すっかり、こんな砂だらけなの？」

ふ～ん、と考えているが、プロキオン、突然、
「ちょっとまってよ、もしさ、地球が火星みたいになっちゃったら、たら、大変だよ！」

「どうして？」

「だってさ、クリスマスツリーがなくなっちゃうじゃん・・・（そのレベルか！）」
（ここまでのふたりは、まだ環境問題について気づいていないということがわかるように）
そのとき、見知らぬおじいさんが、砂漠の中で何か一生懸命に働いているのを発見。

「何しているんだろう？」
ここで、出会ったおじいさんは、実はサンタさん。もちろん二人にはわからない。

おじいさんは、ここが昔は大きな町だったことを話して聞かせる。

そして、木がどんなに大事かを教える。ふたりはさっき見た、森の木が切られていく様子を思い出して、それが大変なことだったことを知る。おじいさんは、新しい森を作るために一本ずつ木を植えている。でもおじいさんは年をとっていて、とてもつらそう。
「ぼく、手伝うよ」
「ぼくも。」

（この場面で、まだこれからでもたくさん木を植えていけば、地球が火星のようにならなくてすむ、間に合うんだよというメッセージをいれる）

森林破壊と砂漠化が直接結びつくのか、勉強不足なのでわかりません。森林破壊だけにテーマを絞ればわかりやすいのですが、それでは火星との対比がしにくくなるような気がしたので少し無理やりですが砂漠にこだわっています。　　　　　　　　　　　　　　　　
終わってみると、かごの中に、星の形をした種が残っている。

「あれ、これはなに？」

「おお、それは、とってもめずらしい種じゃ。お礼にあげよう」

（種をサンタさんから、といっても二人は知らないのですが、もらうという形で書いてみました）

「あのう、これって、火星でも大きくなるの？」

「ほ、ほ、ほ、そうじゃの、ここからずっと彼方に、伝説の泉というのがある。そこの泉の水で芽を出したら、どこに持っていっても大きくなるはずじゃ。」（このあたりから急にサンタらしい話し方になるって言うのもいいかも）
「伝説の泉？それって、どこにあるの？」

「そうさの、星たちがおしえてくれるじゃろう、心配しないでいっておいで」

うれしそうに出発するとき、火星人がかぶっていた帽子がおじいさんの頭の上に！（見ていた人たちには、このおじいさんがサンタさんだとわかるという演出・・わかるかな？）
プロキオンと火星人が、星座たちに導かれて、伝説の泉にたどり着く。（ここは、見せ場で、わくわくする気持ちをもりあげられるように）
伝説の泉は神秘的なイメージ、香りで、演出する。

「どんな木になるんだろうね」

「たのしみだね」

火星人が透明なカプセルに芽を入れて、もって帰っていく。→エンディングへ

持ち帰った木をプロキオンが望遠鏡でのぞいてびっくりする。

（たとえばプレートだけ見せて、わざと木は見せないでお客さんに想像してもらうのはどうかな、とも思ったのですが、娘から「小さい子には理解できないから、そういうテレビドラマ的演出はやめたほうがいい」と言われました・・彼女曰く、「伝説の泉と同じ色になっているとか、星がぶらさがっているとか」）
種を火星から持ってくる、という設定にするとしたら、
火星には水がないから、持ってきた

　　　　↓

芽を出すための旅に出る

　　　　↓

砂漠に行く（火星に似ているから）

　　　　↓

水をかけても芽が出ない

　　　　↓

おじいさんに出会う

（木の大切さを知って、植樹を手伝う）

お礼に、伝説の泉を教えてくれる

以下同じ

という、筋書きも考えられると思うのですが、いずれにしてもサンタさんとの会話が重要ですね。今のところ、これ！というものが浮かびません。ストーリーがぶれない、楽しいお話にしたいですね。

